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ルと細胞周期の M期に想定される Bookmarker因子群についての研究背景から、本研究での仮説として M
期から G1期にかけて起きる遺伝子制御状態の再構成における CTCFの関与を提示している。 
 
次に著者は、第二章において、M期における CTCFのリン酸化修飾の解析、およびリン酸化サイトの DNA





ロック法とノコダゾール・ブロック法によって得た M 期細胞と非同調の細胞における CTCF リン酸化状













認された。M 期において CTCF はこれらの部位に結合しておらず、CTCF 以外のエピジェネティックな機
構による Bookmarking が示唆された。これらの結果をもとに 3C 法によるクロマチン高次構造の解析を

















平成 31年 3月 28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
